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2009 年 2 月 

札幌市総務局国際部 

札幌市外国籍市民意識調査 

報告書（ダイジェスト版） 

【調査概要】 

１ 調査の目的  

  多文化共生のまちづくりを推進していくために、外国籍市民の市政に対する

意見や生活上の課題等を把握し、今後の施策立案や情報提供等に役立てるため、

市内在住の外国籍市民に対し、広く意識調査を実施する。 

 

２ 調査方法 

 ① 調査地域：札幌市全域 

 ② 調査対象：札幌市内に外国人登録を行っている 18 歳以上の市民 

 ③ 標本数 ：2,000 

 ④ 抽出方法：無作為抽出 

 ⑤ 調査方法：郵送（往復） 

 ⑥ 調査期間：2008 年 8 月 14 日～9月 11日 

 ⑦ 設問数 ：51 問 

 ⑧ 調査票 ：国籍により英語、中国語、ハングル、ロシア語版のいずれかと、

日本語版を送付 

 ⑨ 有効回答数：337 通 
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１、札幌市の外国人数の推移 

189 万人の人口を有する札幌市では、2008 年 3 月末現在で 9,126 人が外国

人登録をしています（人口の約 0.48％）。 

1999 年には 6,920 人だった外国人登録数は、2008 年までにおよそ 1.3 倍に

増加しています。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 しかしながら、札幌市は全国の政令指定都市の中では総人口に対する外国人

比率が最も低く、外国人が多い大阪市(4.63％)、浜松市(3.93％)（いずれも

2007 年 4月時点）などと比較すると 10 分の 1程度で、全ての各市町村を含め

た全国平均(1.69％)と比較しても 3分の 1程度の割合です。 

 

 

２、札幌市に住む外国籍市民の国籍 

  札幌市に外国人登録をしている人の国籍のうち、2008 年 3 月末現在、最も

多いのは中国で 3,255 人、韓国・朝鮮が 2,714 人で、これらを合わせると全

体の 65.4％を占めます。以下、米国、フィリピン、ロシアと続きますが、地

域別で見るとアジアが 77％と大半を占め、次いで北中南米が 9％、ヨーロッ

パが 5％です。 

  次のページの表が、地域別の外国人登録者数と、外国人登録の多い国上位

10 ヵ国です。 

  

 

 

札幌市の外国籍市民の現状 
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中国 3,255 人 

韓国・朝鮮 2,714 人 

米国 522 人 

フィリピン 316 人 

ロシア 267 人 

カナダ 166 人 

英国 163 人 

オーストラリア 150 人 

ネパール 122 人 

インドネシア 108 人 

 

 

 

３、在留資格別の外国人登録数 

  札幌市に外国人登録している人の在留資格は、全国と比較すると、大学関

係者(札幌 3％・全国 0.4％)や留学生(札幌 15.3％・全国 6.3％)、人文知識・

国際業務(札幌 4.2％・全国 2.7％)、家族滞在(札幌 10.6％・全国 4.4％)など

学術関係者とその家族が多く、1990 年の入管法改正以来急激に増加している、

就労に制限のない日系人を含む「定住者」が非常に少ないことが特徴です。 

 

  
教授 273人 3.0% 

芸術 2人 0.0% 

宗教 122人 1.3% 

投資・経営 37人 0.4% 

医療 8人 0.1% 

 
研究 14人 0.2% 

教育 103人 1.1% 

技術 123人 1.3% 

人文知識・国際業務 387人 4.2% 

企業内転勤 42人 0.5% 

興行 31人 0.3% 

技能 189人 2.1% 

文化活動 48人 0.5% 

 

 

 

アジア 7,054 人 

オセアニア 223 人 

中東 44 人 

NIS 諸国 320 人 

ヨーロッパ 458 人 

アフリカ 164 人 

北・中・南米 858 人 

無国籍 5人 

短期滞在 123人 1.3% 

留学 1,397人 15.3% 

就学 427人 4.7% 

研修 97人 1.1% 

家族滞在 971人 10.6% 

特定活動 140人 1.5% 

特別永住者 1,765人 19.3% 

永住者 1,792人 19.6% 

日本人の配偶者等 749人 8.2% 

永住者の配偶者等 47人 0.5% 

定住者 214人 2.3% 

その他 43人 0.5% 

合 計（2008年7月25日現在） 9,144人  

＜地域別 外国人登録数＞ ＜外国人登録数 上位 10 ヵ国＞ 

＜札幌市に外国人登録している人の在留資格＞ 
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問 1 あなたの性別はどちらですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 2 あなたは何歳ですか？あてはまるものを選んでください。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

１ 回答者の属性 

［性別］ 

回答者のうち、女性の割合が男性を 13％上回っています。 

（参考）市内の外国人登録者の男女比は男性 51.5％、女性 48.5％ 

［年齢］ 

20 代、次いで 30 代からの回答が多く、両者と併せると約 70％を占めます。 

1%

43%56%

男性
　[145人]

女性
　[189人]

不明・無回答
　[3人]

2%
4%

7%

18%

30%

39%

29歳 以下
　［128人］

30歳～39歳
　[102人]

40歳～49歳
　［61人］

50歳～59歳
　［25人］

60歳～74歳
　［14人］

75歳以上
　［7人］

38% 
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問 3 あなたが住んでいる区はどちらですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 4 あなたの国籍はどれですか？ 

    

 

 

 

 

 

   

 

中国（台湾含む） 131 人 

韓国・朝鮮 65 人 

米国 16 人 

フィリピン 11 人 

ロシア 11 人 

カナダ 10 人 

英国 9 人 

オーストラリア 8 人 

タイ 6 人 

インドネシア 5 人 
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［居住区］ 

各区の外国人登録数の割合と回答者の居住区数は、ほぼ一致していました。 

［国籍］ 

中国が全体の約 3 割、アジア全体では 76％を占めています。 

回答の多かった国トップ 10 
地域別の割合 

回答数（人） 登録者数（人） 

3%

3%

8%

10%

76%

アジア
　［248人］

北・中・南米
　［34人］

ヨーロッパ
　［26人］

NIS諸国
　［11人］

オセアニア
　［11人］
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問 5 あなたの在留資格は何ですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［在留資格］ 

留学が 22％、特別永住者・永住者・配偶者・定住者など長期的な在留の可能性があ

るものが 46％でした。 

9

8

8

8

20

4

2

73

17

19

24

65

56

8

4

11

教授

宗教

教育

技術

人文知識・国際業務

技能

文化活動

留学

就学

家族滞在

特別永住者

永住者

日本人の配偶者等

永住者の配偶者等

定住者

その他
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72      60     34       63           62         45 

38       70       45    29  24         121         10 
11％    22％     13％   9％ 7％        36％    3% 

21％    18％   10％   19％      19％    13％ 

 

 

問 6 あなたは日本に何年くらい住んでいますか？ 

 

問 7 あなたは今後、何年くらい札幌に住む予定ですか？ 

 

 

     凡例 

 

 

日本に何年くらい 

住んでいますか？ 

 

今後、何年くらい 

札幌に住む予定 

ですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

問 8 あなたが最後に卒業した学校はどれですか？在学中の場合は、通っている

学校をお答えください。 

    

 

 

   

 

［日本の居住年数］ 

居住年数 3 年未満が約 4 割、3 年～10 年が約 3 割、10 年以上が約 3 割でした。 

［札幌での居住予定年数］ 

今後 5 年以上の居住を予定する回答者が半数を超えています。 

［年齢］ 

大学または大学院と回答した人が 7 割弱を占めています。 

1 年未満 
1 年～ 

3 年未満 

3 年～ 

5 年未満 

5 年～ 

10年未満 

10年～ 

20年未満 
20年以上 

2

6

13

40

46

145

82

学校には行かなかった

小学校

中学校

高校

専門学校

大学

大学院

不明・ 

無回答 
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問 9 あなたは結婚していますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 あなたの世帯の年収はどのくらいですか？ 

    

 

 

   

 

 

［結婚］ 

回答者のうち、日本人と結婚している人、日本人以外と結婚している人、結婚して

いない人は同程度の割合でした。 

［年齢］ 

年収 100 万円以下が 20％、200 万円以下が 44％であり、500 万円を超える世帯は

19％でした。 

66

76

49

40

30

17

11

9

24

 　  0～99万円

100～199万円

200～299万円

300～399万円

400～499万円

500～599万円

600～699万円

700～799万円

800万円以上

1%

31%

37%
31%

日本国籍の人と
結婚している
　［106人］
日本国籍以外の
人と結婚している
　［103人］
結婚していない
　［125人］

不明・無回答
　[3人] 
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問 11 日本語はどのくらいできますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 日本語を学んでいますか？また、これから学びたいと思いますか？ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

言語 

［日本語能力］ 

「話す・聞く」→「読む」→「書く」の順に「よくできる」「だいたいできる」人の

割合が多く、書くことがほとんどできない人は 8%でした。 

［学習状況・学習意欲］ 

現在、日本語を学びたいと思っているにもかかわらず実際に学んではいない人は

22％でした。 

凡例

話す・聞く

読む

書く

よくできる    だいたい     少し     ほとんど 
できる     できる    できない 

146 人         109人          64人   18 人 

126 人         123人       69人   18 人 

102 人        126人         80 人     28 人 

61%

22%

13%

4%
学んでいる
　[208人]

学んでいないが、
できれば学びた
いと思う
　[74人]
学んでいないし、
これからも学ぶつ
もりはない
　[43人]
不明・無回答
　[12人]

62％ 
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（問 12で「1.学んでいる」と回答した方へ） 

問 13 どうやって学んでいますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問 12で「2.学んでいないが、できれば学びたいと思う」と回答した方へ） 

問 14 学んでいないのはなぜですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［学習方法］ 

自分で勉強している人が 50％。20％の人は自分での学習に加えて大学で勉強するな

ど、複数の方法で学んでいます。 

自分で勉強している 

家族に教えてもらっている 

日本人の知人・友人に教えてもらっている 

通っている大学や学校で学んでいる 

ボランティアの日本語教室に通っている 

語学学校（日本語学校）に通っている 

その他            

［学習阻害要因］ 

日本語を学ぶ時間がないとの回答が半数を超えています。 

 

時間がないから 

お金が無いから 

日本語をどこで学べるかわからないから 

自分のレベルに合った教室・学校がないから

その他            

111

20

22

55

16

28

18

42

10

5

13

10
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問 15 日本語以外でほとんど不自由なく使える言語はどれですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［使用できる言語］ 

日本語以外に使える言語として、中国語、英語という回答が共に約 45％でした。 

146

54

147

11

18

71

18

7

中国語

韓国･朝鮮語

英語

タガログ語

ロシア語

その他

特にない

不明・無回答



12 

 

 

 

 

問 16 いま住んでいる住宅の種類はどれですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 住宅に関して困ったこと、改善して欲しいことはありますか？ 

                            （４つまで選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

住居 

［住居形態］ 

半数以上が賃貸のアパート・マンションに住んでいます。 

［住宅での問題］ 

半数以上が特に困ったことがないと回答している一方、外国人の入居を歓迎する住

宅の情報が少ない、外国人だから入居拒否されたといった差別を感じている人が 3

割に上りました。 

32

22

32

170

33

40

8

一戸建（持家）

一戸建（賃貸）

アパート、マンション（持家）

アパート、マンション（賃貸）

公的な賃貸住宅

会社や学校の寮

その他

17

27

31

23

44

54

73

49

25

163

住宅の探し方がわからない

外国語が通じる不動産屋がわからない

契約書の内容がわからない

自分の希望や条件が伝えられない

敷金や仲介手数料がわからない

保証人が見つからない

外国人の入居を歓迎する住宅情報が少ない

外国人だという理由で入居を断られた

その他

特に困ったことはない
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問 18 生活に必要な情報をどこから得ていますか？ 

                              （いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19 生活に必要な情報を得るためによく利用するＨＰがあれば教えてください 

                              （記述式）   

Yahoo! Yahoo!社が運営するポータルサイト 61 

Google インターネットの検索エンジン 20 

msn Microsoft 社が運営するポータルサイト。 8 

札幌市役所 札幌市の公式ホームページ 7 

GaijinPot.com 日本国内の外国人向けに求人・生活等の情報を提供する総合サイト 6 

Baidu 百度 中国製検索エンジン 5 

ジャパンタイムズ オンライン 英字新聞ジャパンタイムズの web 版 5 

小春日本留学フォーラム 日本に留学する中国人の情報サイト 4 

What's on in Sapporo 北海道国際女性協会が発行する英語の札幌情報誌(月間）の web 版 3 

 

検索サイト、ポータルサイトを除くと、札幌市のホームページ、GaijinPot.com、

小春日本留学フォーラムなどが複数あげられました。 

 

   

 

情報・相談 

［情報入手方法］ 

テレビやインターネット、会社、知人から情報を得ている人が多く、情報を入手す

る方法がないと答えた人は 5 人（1.5％）でした。 

165

164

123

187

122

192

145

45

22

20

18

5

インターネット（日本語）

インターネット（日本語以外）

新聞・雑誌

テレビ・ラジオ

会社・学校

日本人の友人・知人

同じ国出身の友人・知人

近所の日本人、町内会の回覧板

ボランティア団体

大使館・領事館

その他

入手する方法がない
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問 20 札幌市や札幌国際プラザの広報誌やＨＰを見たことはありますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

問 21 生活するうえで困ったことやわからないことを誰に相談しますか？ 

（いくつでも）   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［札幌市の広報ツールの認知度］ 

「よく見る」「見たことがある」の合計が最も多い「くらしのガイド」が 44％であ

り、どのツールも認知度が半数を超えていないという結果でした。 

［相談相手］ 

会社の人や友人・知人など、身近にいる人に聞く人が多く、その他と答えた人の多

くは配偶者、家族、親戚と記載していました。 

凡例 

広報さっぽろ 

くらしのガイド 

What’s on in Sapporo? 

札幌市公式ＨＰ 

外国籍市民のための札幌生活情報（ＨＰ） 

Web シティさっぽろ 

ようこそさっぽろ 

20

144

39

201

167

14

30

59

11

札幌国際プラザ

会社の人、学校や寮の先生･職員

近所に住む日本人

日本人の友人・知人

同じ国出身の友人・知人

ボランティア団体

大使館・領事館

その他

相談する相手がいない

7

9

6

16

26

27

45

42

31

50

70

49

117

56

273

282

268

239

247

180

220

よく見る 見たことがある 見たことがない
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問 22 あなたが頼りにしているボランティア団体か同じ国出身者の団体が 

あれば教えてください。 

 

 頼りにしている団体を記載した人は 48人。 

うち、学友会、「窓」、日本語クラブ、中国帰国者支援センター、韓国民団、

朝鮮総連という回答が複数ありました。 

北海道中国帰国者支援・交流センター 在日インドネシア留学生協会 

北海道中国留学生学友会 在日タイ留学生協会 

朝鮮総連 北海道地域大学台湾同窓会 

韓国民団 日本語学校「窓」 

フィリピン北海道協会 札幌日本語クラブ 

北海道タイランドクラブ 北海道国際女性協会 

北海道大学ネパール人留学生会（HUNSSA) 札幌留学生交流センター 

北海道モンゴル親善協会 教会 

ＡＳＩＪ(イラン人学会) 領事館 

 

 

問 23 生活するうえで不足している情報はどのようなものですか？もっと情報 

       が欲しいと思う分野を選んでください。 

   （3つまで）   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［必要な情報］ 

仕事の情報が欲しいと回答した人が 41％と最も多い回答でした。 

また、交流イベントやレジャー情報、札幌の歴史や文化などが、「生活ルール」を上

回っています。 

55

69

86

77

20

30

138

80

48

47

14

60

住宅

子育て・教育

保健福祉・健康

医療

防災

ごみ出しなどの生活ルール

仕事

異文化交流イベント

観光・レジャー

札幌の歴史や文化

その他

特にない
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問 24 札幌市や国が行っている次の行政サービスを知っていますか？ 

（知っているものすべて選択）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［行政サービスの認知度］ 

介護保険、生活保護、児童手当、予防接種など福祉・医療制度の認知度は 3 割程度

と高い一方、札幌市コールセンターの認知度は 5％にとどまりました。 

行政サービス 

86

103

142

131

100

114

62

74

196

42

18

35

137

17

49

49

45

78

16

11

35

介護保険制度

生活保護制度

市営住宅

児童手当

乳幼児医療費助成

子どもの予防接種や健康診断

無料エイズ検査

多言語の防災パンフレット

多言語の生活ガイド「くらしのガイド」

防災パンフやくらしのガイドは札幌市のＨＰで見れる

コールセンターで日本語と英語で質問できる

市民の声を聞く課でいろいろな相談ができる

ハローワーク（職業安定所）

男女共同参画センターの女性ための総合相談

保健センターの子育てや配偶者暴力についての相談

児童相談所の子どものしつけや児童虐待についての相談

市民防災センターで地震や火事から身を守る方法を学べる

児童会館で親子で遊んだり子どもを持つほかの親と交流できる

「子どもワンダーランド」

札幌大通高校の外国籍市民の選抜枠

どれも知らない
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問 25 区役所などで困ったことはありますか？ 

（いくつでも）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 26 札幌国際プラザを知っていますか？ 

   

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［性別］ 

65％が特に困ったことはないと回答。35％がなんらかの理由で不自由を感じていま

すが、困った理由としては、職員の対応や案内表示、書類が日本語であるなど、言

語上の問題が多くあげられました。 

［プラザの認知度］ 

国際プラザを知っている人は 62％で、実際に利用したことがある人は 30％を超えて

います。 

16

41

53

57

30

20

214

外国語の案内表示がなくて迷った

ことばが通じなかった

手続がわからなかった

書類が日本語で、書き方がわからなかった

職員の説明が不適切

その他

特に困ったことはない

32%

30%

33%

行ったことがある
　［125人］

知っているが行っ
たことはない
　［100人］

知らない
　［111人］
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（問 26で「1.行ったことがある」「2.知っているがいったことはない」と回答した方へ） 

問 27 札幌国際プラザが行っている次のサービスを知っていますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 28 札幌国際プラザで、どんなサービスがあれば良いと思いますか？ 

   (記述式)   

 

［主な回答］ 

就職情報（アルバイト情報）：16 件 

交流イベント実施     ：10 件 

日本語教室の開講     ： 6 件 

住宅情報の提供           ： 4 件 

翻訳・通訳サービス    ： 3 件 

救急病院の情報           ： 2 件 

観光情報の提供         ： 2 件 

 

   

 

 

 

 

［プラザのサービスの認知度］ 

外国語での情報提供や相談、交流ができることは知られていますが、法律相談や病

院紹介などのサービスはあまり知られていません。 

100

112

98

49

43

16

90

115

41

日本語と英語で相談対応や情報提供

外国語のパンフレットなどを配布

情報交換のためのメッセージボード

インターネットができるパソコン

法律や在留資格などの無料相談会

外国語が通じる病院を紹介

ボランティアによる日本語教室を紹介

いろいろな言語で日本人と交流できる場

どれも知らない
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問 29 国民健康保険などの公的健康保険に加入していますか？ 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問 29で「4.公的健康保険には加入していない」と回答した方へ） 

問 30 加入していないのはなぜですか？ 

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

保健福祉・医療 

［公的医療保険の加入状況］ 

89％が公的医療保険に加入し、11％が未加入です。 

［未加入理由］ 

公的健康保険に加入していない人のうち、「加入できない」「民間の保険に加入」と

いう理由で加入していないのは 39％。制度や加入方法がわからず加入していない人

は 17％であった。 

11%
1%

33% 55%

国民健康保険に加入
している
　［186人］

勤務先（または家族
の勤務先）の健康保
険に加入している
　［111人］
後期高齢者医療制度
の対象になっている
　［3人］

公的健康保険には加
入していない
　［36人］

33%

14% 25%

11%

3%

14%

制度を知らなかった
　［5人］

加入方法がわからな
い
　［1人］
滞在期間の問題など
で加入できない
　［4人］
民間の医療保険に加
入している
　［9人］
健康保険の必要を感じ
ない
　［5人］
その他
　［12人］
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問 31 保健・医療のことで困っていること、改善して欲しいことはありますか？ 

（３つまで）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［保健・医療で困っていること］ 

救急病院や外国語が通じる病院の情報、医療・保健・福祉制度の情報が少ないと感

じている人が多くいました。 

62

82

102

48

48

31

23

78

4

19

113

医療制度や健康保険制度がわからない

外国語が通じる病院がわからない

休日・夜間に利用できる病院がわからない

病院で医者や看護師と言葉が通じない

書類などで外国語で書かれたものが少ない

病院で外国語の案内表示が少ない

どこに病院があるかわからない

どんな保健福祉サービスがあるかわからない

健康保険に加入できない

その他

特に困っていることはない
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問 32 地震などの災害に関して、次のことを知っていますか？ 

                           （知っているものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災 

［日本語能力］ 

災害時に避難すること、避難道具を準備することは 6 割以上が知っており、上記す

べてを知っている人も 10％を超えていました。 

一方で、どれも知らないと回答した人が 13％います。 

252

204

173

72

110

118

44

公園や学校などに避難する

保存食や水を準備しておいた方がよい

家具を壁に固定しておいた方がよい

地域ごとに毎年防災訓練を行っている

家族と連絡方法や集合場所を決める

緊急連絡先の情報を持ち歩く

どれも知らない



22 

 

 

 

 

問 33 ふだん、よく使う移動手段はどれですか？ 

（すべて選択）                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問 33で公共交通機関「5.地下鉄」「6.バス」「7.市電」を選ばなかった人へ） 

問 34 公共交通機関を利用しないのはなぜですか？ 

                            (主なもの１つ)            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

交通 

［利用する交通機関］ 

自転車や徒歩で移動するという人が多く、最も利用されている交通機関は地下鉄で

した。 

［交通機関を利用しない理由］ 

「料金が高い」ため利用しない人が 27％。「その他」の回答としては「バス停や地

下鉄が遠い」「車や自転車の方が便利」などでした。 

197

205

1

113

233

99

33

徒歩

自転車

オートバイ

自動車

地下鉄

バス

市電

11

30

5

9

23

13

13

16

乗り方がわかりにくい

料金が高い

待ち時間が長い

目的地までの時間がかかる

遠くへ行く機会がない

乗継が面倒

健康のため自転車を使用

その他
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問 35 6 歳未満の子どもはいますか？ 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 36 6 歳～14 歳の子どもはいますか？ 

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

子育て・教育 

［就学年齢前の子どもの有無］  

就学前の子どもがいる人のうち、ほぼ半数が保育所等を利用しています。 

［就学年齢の子どもの有無］ 

就学年齢の児童のうち、87％が日本の小中学校に通い、5％がインターナショナルス

クールなどに通っています。学校に通っていない児童は 4 人でした。 

71%

9%

9% 11% いる（保育所か幼稚園
に通っている）
　［36人］
いる（保育所か幼稚園
には通っていない）
　［30人］
6歳未満の子どもはい
ない
　［240人］
不明・無回答
  [31人] 

1%

1%15%14%

69%

いる（日本の小中学校
に通っている）
　［50人］

いる（インターナショナ
ルスクールや朝鮮学
校に通っている）
　［3人］
いる（学校には通って
いない）
　［4人］

6歳～14歳の子どもは
いない
　［232人］

不明・無回答
　[48人]
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（問 36で「1.子どもがいる（日本の小学校か中学校に通っている」「2.いる（インター
ナショナルスクールや朝鮮学校に通っている）」を選んだ人） 

問 37 子どもが中学校を卒業したあと、どのような進路に進ませたいですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問 36で「3.いる(小学校や中学校には通っていない)」を選んだ人） 

問 38 学校に通っていないのはなぜですか？ 

 

      ・「子どもが日本にいないから」 

   ・「日本語がわからないから」 

   ・「日本に長く住むつもりはないから」 

   ・「自宅学習をしているから」    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［卒業後の進路］ 

半数の子どもは日本語に問題がなく、日本の高校へ進学させたいとの回答です。 

日本語に不安を持ちつつも日本の高校に進学させたいという回答は 11％でした。 

［不就学の理由］ 

子どもは学校に通っていないと回答した 4 人の回答は上記のとおりでした。 

 

54%

11%

7%

18%

5%
5%

日本語に不安が無
く、日本の高校
　［29人］
日本語に不安がある
が、日本の高校
　［6人］
インターナショナルス
クールや朝鮮学校
　［4人］
自国の学校
　［10人］

進学させない
　［3人］

その他
　［3人］
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（子どもがいる人へ） 

問 39 子どもは日本語をどのくらいできますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［子どもの日本語能力］ 

約 70％の子どもは日本語に問題がありませんが、「ほとんどできない」という子ど

もは 17％います。 

69%7%

7%

17%

学校でもあまり問題
はない［69人］

日常生活では困ら
ないが、日本語で
の授業は難しい
　［7人］
友達と話せるが、困
ることもある
　［7人］

ほとんどできない
　［17人］
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（子どもがいる人へ） 

問 40 子育てや子どもの教育について心配なことや困っていることはありますか？ 

   （あてはまるものをいくつでも）   

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［子育ての問題］ 

約半数は特に悩みがないと回答しています。 

子どもに母国について学ばせる機会がないという回答が最も多く、自分が日本語が

わからないため、学校の書類を読んだり勉強を教えられないという親の悩みも多く

挙げられました。 

20

11

10

8

16

13

12

6

4

1

6

11

29

9

54

子育てについて相談する人がいない

幼稚園や保育所の手続がわからない

小学校や中学校入学の手続がわからない

日本語がわからないので、先生と話せない

日本語がわからないので、勉強や宿題を手伝えない

日本語がわからないので、学校の書類などが読めない

ほかの子どもの親と仲良くなれない

宗教や習慣の違いから給食で食べられないものがある

子どもが日本語がわからない

子どもが授業についていけない

子どもが学校でいじめられる

子どもが友達ができない

子どもが母国語や母国の文化を学ぶ機会が少ない

その他

特に悩みはない
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問 41 近所に住んでいる日本人との付き合いについてあてはまるものを選んでください。 

（いくつでも）         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問 41で「6.近所に住む日本人との付き合いはない」を選んだ人へ） 

問 42 日本人と付き合わないのはなぜですか？ 

   

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

地域参加 

［地域参加］ 

近所との付き合いがないという回答が 20％で、「あいさつをする人がいる」のみを

選んだ人は 24％でした。 

［日本人と付き合わない理由］ 

きっかけがないので付き合わないという回答した人が 38 人と最も多く、日本人に避

けられていると感じている人は 9 人いました。 

111

111

73

124

229

80

困った時に相談できる人がいる

家に招いたり招かれたりする人がいる

いっしょに遊んだり買い物に行く人がいる

立ち話をする人がいる

あいさつをする人がいる

近所に住む日本人との付き合いはない

11

3

3

9

14

52

16

8

言葉が通じないから

日本の文化や習慣がわからないから

日本人が文化や習慣の違いを理解してくれない

日本人が自分を避けるから

引っ越してきたばかりだから

付き合うきっかけがない

日本人と付き合わなくても問題ないから

その他
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問 43 ふだん、住んでいる地域で日本人と一緒に参加している活動はありますか？ 

   （いくつでも）   

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 44 今後、地域の日本人とどのような交流をしたいと思いますか？ 

（いくつでも）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［地域活動への参加］ 

日本人と一緒の活動には参加していないと回答した人は 4 割で、半数以上の人が地

域で日本人と一緒の活動に参加しています。 

［交流意欲］ 

日本の文化を学びたい、地域の行事に参加したいなど、日本のくらしに馴染めるよ

うな活動を希望する回答がたくさんありました。 

60

60

38

70

13

19

13

43

129

町内会・自治会の活動

ＰＴＡなど学校関係の活動

母国の文化などを紹介する活動

スポーツや趣味の活動

福祉・環境などのボランティア活動

寄付や募金、チャリティーバザー

ＮＰＯ

その他

日本人と一緒に参加している活動はない

108

92

91

155

73

59

23

34

地域の行事にもっと参加したい

いっしょに福祉・環境などのボランティア活動をしたい

日本人に母国の文化を紹介したい

日本の文化や習慣を学びたい

いっしょに食事や買い物に行きたい

家庭のことや子育てなどについて話し合いたい

その他

特に交流したいとは思わない
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問 45 生活するうえで、近所の人とのトラブルや困ったことはありますか？ 

    

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［「トラブルがある」という回答のうち、主な内容］ 

  

①日本の若者は夜中に遊ぶのでうるさい。音楽を大音量で聴くのでうるさい。 
②自転車のマナーが悪い（無点灯、歩道通行など）。 
③マンションの管理人が厳しい。管理人等とコミュニケーションが取れない。 
④外国人は差別される。トラブルがあると外国人が悪者にされる。 
⑤料理のスパイスの臭いで揉める。 
⑥ゴミ捨てのトラブル。うるさくゴミのチェックをする人がいる。カラスがゴ

ミを漁る。 
⑦子どもが家で遊ぶとうるさいと怒られる。 
⑧同じアパートに住んでいる子どもが家の中で遊ぶので騒々しい。 
⑨嫁姑問題で悩んでいる。 
⑩自転車が盗まれた。 
⑪挨拶したのに無視された。 
⑫近所の人の家庭内暴力。 
⑬除雪の問題。 

 

 

 

 

 

 

10%

82%

8%
ある
　［34人］

ない
　［276人］

不明・無回答
　[27人]
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問 46 いま仕事をしていますか？（アルバイトも含む） 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問 46で「1.仕事をしている」を選んだ人へ） 

問 47 仕事の内容はどのようなものですか？ 

（近いものを１つ）   

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

仕事 

［稼働状況］ 

回答者のうち 61％が、現在仕事を持っています。 

［職種］ 

教師や研究者と回答した人が最も多く、稼働者のほとんどが第三次産業に従事して

います。 

14

65

28

11

10

12

28

5

11

11

8

0

経営者・自営業者

教師、研究者

免許や専門的な勉強が必要な専門職

語学力が必要な専門職

事務職

サービス（旅行業関連）

サービス（販売員など）

サービス（会話能力や技術が必要なもの）

サービス（その他）

技能工・生産従事者

建設・運輸

農業・漁業・林業

2%

37%
61%

仕事をしている
　［204人］

仕事をしていない
　［126人］

不明・無回答
　[7人]
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（問 46で「1.仕事をしている」を選んだ人へ） 

問 48 いまの仕事をどうやって見つけましたか？ 

    

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問 46で「2.仕事をしていない」を選んだ人へ） 

問 49 仕事をしていないのはなぜですか？ 

   

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

［年齢］ 

同じ国出身、または日本人の知人の紹介が 3 割以上を占め、ハローワークで仕事を

見つけた人は 3％しかいませんでした。 

［仕事をしていない理由］ 

「仕事を探しているが見つからない」「仕事の情報がない」など、働く意思があるに

も関わらず仕事についていない人が、非稼働者の半数近くいました。 

17

12

42

12

44

26

6

3

36

自分で設立

家族の紹介

新聞・求人誌・チラシなど

学校の紹介

同じ国出身の友人・知人の紹介

日本人の友人・知人の紹介

職業安定所（ハローワーク）

あっせん業者

その他

25%

16%

10%

19%

29%
1%

いまは仕事をす
る必要がない
　［36人］
探しているが仕
事がない
　［23人］
希望する仕事が
ない
　［14人］
仕事の情報が
ない
　［27人］
その他
　［41人］

不明・無回答
　[2人]
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問 50 札幌が外国籍市民にとって暮らしやすいまちになるためには、何をすれ

ばよいと思いますか？ 

（重要だと思うもの 4つまで）                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 

［今後の施策］ 

「就職の支援」のほか、「日本語や文化を学ぶ機会」や「外国籍市民と日本人が交流

する機会」が多く選ばれました。 

140

66

63

41

65

166

93

68
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日本語や文化を学ぶ機会を充実

外国語での生活情報の提供を充実

外国語での相談窓口を充実させる

外国語の案内表示を増やす

外国籍の子どもの教育を支援する

外国籍市民の就職を支援する

外国籍市民の住宅入居を支援する

外国籍市民の意見を行政に生かすための制度

日本人市民の異文化理解を進める

日本人市民の外国語学習を支援する

外国籍市民と日本人市民が交流する機会

その他
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問 51 生活の中で困っていることや札幌市に取り組んでほしいことなど 

（自由記載）   

   

［主な要望］ 

【言語・情報・交流】 

・各制度など、もっと色々な情報を提供して欲しい 

（このアンケートで初めて知った制度がたくさんある） 

・公的書類（重要な手続きや請求書など）は英訳して欲しい 
・英語の情報を手に入れられる場所を増やして欲しい 

・外国籍市民向けの日本語教室を作って（増やして）欲しい 

・日本語や文化を学ぶ機会を増やして欲しい 

・日本人と交流する機会を増やして欲しい 
・24 時間体制で相談できる窓口を設置して欲しい 

 

【仕事】 

・就職先を紹介して欲しい（自分のスキルを生かせる、母国語を使える） 
・起業支援をして欲しい 

・女性の仕事を増やして欲しい 

 

【制度や法律の改正】 
・朝鮮学校への処遇を見直して欲しい 

・日本で生まれた人には選挙権を与えて欲しい 

・国民健康保険料を安くして欲しい 

・外国人の在留資格や土地購入の制限を緩和して欲しい 
・教育、高齢者医療などで民族差別をなくして欲しい 

・税金を安くして欲しい 

・住民票に載せて欲しい 

・老後の生活保障 
 

【支援、サービスなど】 

・住宅費の援助、市営住宅への入居 

・特別な支援を要する子どもに対するサポートを増やして欲しい 
・電線の撤去、ゴミ箱の設置をし、もっと景観を良くして欲しい 

・区役所の職員の態度を改善して欲しい 

・同性愛者への支援をして欲しい 

・サイクリングロードなど道路の整備を進めて欲しい（街灯なども） 
・現地の食材が手に入るようにして欲しい 

・保育所の一時預かりを増やして欲しい 

・イスラム教の人が食べられる料理や食材を提供する場所を増やして欲しい 

・千歳空港を大きくすると良い（混雑していて待ち時間が長い） 


